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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

  平成 15 年 9 月 26 日、北海道十勝沖において、マグニチュード 8.0（気象庁発表暫定値）の地震が発生し

た。この地震による北海道内の最大震度は 6 弱で、過去に北海道周辺で発生した地震の中でも最大級のもの

であり、北海道開発局が試験運用中である強震観測システム WISE が経験した初の大規模地震でもある。本論

文は、実橋に設置された WISE 地震計にて得られた同地震本震時の収録波形を用い、実橋梁への入力地震動の

加速度と橋梁の応答加速度の卓越周期、および設計固有周期に注目し報告するものである。表-1 に対象橋梁

の地震計一覧を示す。なお対象とした橋梁は、大偏心外ケーブルによるエクストラドーズド PC 箱桁形式を採

用している。ここでは地表の地震動として速度計①の加速度（測定速度の微分）、主塔の応答として加速度計

⑦、ピアの応答として加速度計⑧、桁の応答として加速度計⑫の測定結果に基くフーリエスペクトルを示す。

図-1 対象橋梁におけるWISE地震計位置

表-1 対象橋梁におけるWISE地震計

　キーワード　平成 15年十勝沖地震，WISE，実橋梁，フーリエスペクトル

　連絡先　　　〒065-8510  札幌市東区北 18条東 17丁目  (株) 構研ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ防災施設部  TEL011-780-2813
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橋軸方向橋軸方向橋軸方向橋軸方向 橋軸直角方向橋軸直角方向橋軸直角方向橋軸直角方向 上下方向上下方向上下方向上下方向

①①①① 速度計速度計速度計速度計 ○○○○ ○○○○ ○○○○ 地表地表地表地表

②②②② 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ○○○○ ○○○○ 地表地表地表地表

③③③③ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ○○○○ ○○○○ 地中16m地中16m地中16m地中16m

④④④④ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ○○○○ ○○○○ 地中30m地中30m地中30m地中30m

⑤⑤⑤⑤ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ×××× ×××× P1主塔天橋P1主塔天橋P1主塔天橋P1主塔天橋

⑥⑥⑥⑥ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ×××× ×××× P1橋脚天橋P1橋脚天橋P1橋脚天橋P1橋脚天橋

⑦⑦⑦⑦ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ×××× ×××× P2主塔天橋P2主塔天橋P2主塔天橋P2主塔天橋

⑧⑧⑧⑧ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ×××× ×××× P2橋脚天橋P2橋脚天橋P2橋脚天橋P2橋脚天橋

⑨⑨⑨⑨ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ×××× ×××× ○○○○ P1～P2桁中央P1～P2桁中央P1～P2桁中央P1～P2桁中央

⑩⑩⑩⑩ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ×××× ×××× ○○○○ P2～P3桁1/4P2～P3桁1/4P2～P3桁1/4P2～P3桁1/4

⑪⑪⑪⑪ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ×××× ×××× ○○○○ P2～P3桁中央（上流側）P2～P3桁中央（上流側）P2～P3桁中央（上流側）P2～P3桁中央（上流側）

⑫⑫⑫⑫ 加速度計加速度計加速度計加速度計 ○○○○ ×××× ○○○○ P2～P3桁中央（下流側）P2～P3桁中央（下流側）P2～P3桁中央（下流側）P2～P3桁中央（下流側）

測定方向測定方向測定方向測定方向
No.No.No.No. 地震計種類地震計種類地震計種類地震計種類 設置位置設置位置設置位置設置位置
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２．２．２．２．WISEWISEWISEWISE地震計による測定結果地震計による測定結果地震計による測定結果地震計による測定結果

  入力地震動の加速度卓越周期は、橋軸方向で 2.0 秒，上下方向で 3.3 秒であり、橋軸方向については、橋

梁応答の加速度卓越周期に一致する傾向にある。橋梁応答の加速度卓越周期は、橋軸方向で 2.0s，上下方向

では 0.7～1.0 秒付近にあり、設計固有周期の 1 次（2.2 秒），2 次（2.2 秒），4 次（1.1 秒），6 次（0.7 秒）

ﾓｰﾄﾞの値に近い結果となった。志賀直哉 佐藤昌志

３．まとめ３．まとめ３．まとめ３．まとめ

  実橋に設置された WISE 地震計にて得られた平成 15 年十勝沖地震本震時の収録波形を用い、実橋梁への入

力地震動加速度波形，橋梁の応答加速度波形の卓越周期、および設計時固有値解析における固有周期に注目

し、比較を行った。

1) 橋梁の橋軸方向の応答に関して、卓越応答周期は入力地震動の卓越周期と一致し、また設計固有周期の

1次または 2次の固有周期にもほぼ一致した。

2) 橋梁の上下方向の応答に関して、卓越応答周期は入力地震動の卓越周期より数倍短く、設計固有周期と

の比較では、4次または 6次のモードに対応する周期となった。

3) 本論分で取り上げた観測記録の卓越周期に注目する限りでは、対象橋梁の応答は、上下方向に関して、

必ずしも入力地震動波形の卓越周波数成分や、低次の固有モードに対応する応答ではなかった可能性が

あるものと思われる。
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図-2 ①の地震動加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（橋軸方向） 図-3 ①の地震動加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（上下方向）

図-4 ⑦の応答加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（橋軸方向）
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図-6 ⑫の応答加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（橋軸方向）
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図-7 ⑫の応答加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（上下方向）
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図-5 ⑧の応答加速度ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ（橋軸方向）
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